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研究成果の概要（和文）：「無宗教」を自認する者が多い現代日本で、公共の場に進出する宗教の報道が増えて
いる。被災地支援活動を行う宗教者や、政権の支持基盤とされる右翼的宗教団体に関するものが目立つ。こうい
った現象は、欧米では「ポスト・セキュラー」と総称される。その意味するところは、一つは、世俗化が終焉
し、その逆転が起きているということ。もう一つは、近代的な宗教／世俗の二分法を相対化した上での“宗教”
研究を構築する試みが必要とされていることである。
このポスト・セキュラー論は日本にはどの程度あてはまるのかを、事例研究と理論的考察を組み合わせて分析し
たのが本共同研究である。結論はメンバー間で異なるが、成果を和英両方で出版した。

研究成果の概要（英文）：Although many Japanese people identify themselves as non-religious, the 
media have increasingly been reporting the power of religion in the public sphere of Japan, most 
notably regarding post-disaster religious aid and what some consider as the resurgence of state 
Shinto. Similar examples in other countries have been called “public religion” or “post-secular”
 phenomena by western scholars. Has Japan also entered a post-secular stage? How can scholars of 
religion meaningfully answer such a question if they admit that the dichotomy of religious/secular 
is a modern Western construct and have to be critical of the very basic concept of religion?
This project attempted to tackle this question, that is, whether we can say that Japanese people and
 society have become more religious or less religious, or neither, and what “religious” indicates 
in such statements, by means of evidence-based empirical researches and theoretical reflections. A 
part of our conclusions is available in English.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
研究の学術的背景として、宗教学にも、人
類学・社会学等の隣接諸学にも通底する、２
つの潮流を挙げることができる。 
 第一は、「宗教概念批判」や「ポスト・コ
ロニアル批評」の名で呼ばれてきた諸研究の
流れである。宗教学の諸概念・諸理論に西洋
近代的バイアスがあるとの指摘やその克服
の試み自体は新しいものではない。本研究グ
ループの連携研究者である島薗進は、ウェー
バーの近代化理論によって日本の宗教現象
を分析することの限界を 1970 年代から問題
化してきた。1990 年代からの研究の進展と
して、宗教学の最も中核となる「宗教」概念
自体の歴史的被拘束性（プロテスタント的・ 
近代リベラリズム的性格）について詳細な歴
史 的 研 究 が 蓄 積 さ れ た こ と （ Hans 
Kippenberg, Religionswissenschaft und 
Moderne, 1997(邦訳 2005); Ernst Feil, On 
the Concept of Religion, 2000; Michel 
Despland, La Religion dans l'histoire: Le 
mot, l’idée, la réalité, 1992; 島薗・鶴岡 
編『〈宗教〉再考』2003、等）、および植民地・
ポスト植民地状況下の宗教学の政治性に対
する批判が沸き起こったこと（Talal Asad, 
Formations of the Secular, 2003 (邦訳
2006); David Chidester, Savage Systems, 
1996 (同 2010); Richard King, Orientalism 
and Religion, 1999; etc.）が重要である。そ
れは主として、西洋的宗教概念の普遍性を前
提とし、世界諸地域・民族・階級・ジェンダ
ー等の差異を覆い隠してしまう帝国主義的
な知のあり方に対する反省だった。 
 第二に、「宗教の社会的役割」「公共圏と宗
教の関係」に関する、1990 年代から徐々に
台頭し、21 世紀に入りさらに脚光を浴びて
いる諸研究がある。これは、第一の研究群と
は異なり、（宗教理論や概念ではなく）現代
社会の宗教現象自体を対象とする。ホセ・カ
サノヴァによる「公共宗教」論の問題提起
（Public Religions in the Modern World, 
1994 (邦訳 1997)）は、社会学・社会思想の
領域ではハーバーマス、チャールズ・テイラ
ー、ウルリヒ・ベック等の「公共圏における 
宗教の意義」論として発展し、宗教学では社
会関係資本としての宗教の意義を再認識す
る、実証的かつ実践的研究（社会貢献仏教
[engaged Buddhism]の研究が知られている
が、東日本大震災後は対象宗教も研究ネット
ワークも急速に拡大している）、さらには死
生学（特にコミュニティ・国家レベルでの追
悼儀礼等）、宗教間対話研究、等において展
開している。これらの研究が対象とする状況
に対して、近年「ポスト・セキュラー」の語
があてられることが多い。これは単に、世俗 
化の時代の後に宗教復興の時代が到来した、
という意味ではない。これまでリベラルで寛
容だとみなされてきた世俗的な国民国家が、
実は宗教的に価値中立的ではなく、宗教全体
ないし特定宗教に対して抑圧的だったので

はないかという問題提起が含まれているの
である。 
 上記の二大潮流は、一言では「『宗教』概念
後の“宗教” 研究」とまとめることができ
る。前者は、西洋近代的な普遍的「宗教」概
念の原理的再考を経た後の新しい宗教学で
あり、後者は、西洋近代的な宗教／世俗二分
法を相対化する、新たな “宗教” 的現象を
対象とする研究だからである。ところが、事
柄自体としては連続しているはずのこの二
つの潮流は、出発点を異にしたこともあって、
双方を有機的に関連づけ、総合する研究は、
国内でも国外でも不足しているように見え
る。例えば、第二の「宗教の社会的役割」「公
共圏と宗教の関係」の諸研究では、既成宗教
団体（すなわち、キリスト教、仏教、イスラ
ーム、新宗教等）が研究対象の単位となるこ
とが多いが、第一の「宗教概念批判」研究群
から見れば、従来の「宗教」概念にとらわれ
て、視野が狭められている可能性がある。ま
た、「『宗教』概念後の “宗教” 的現象」は、
しばしば「スピリチュアリティ」（ニューエ
イジ文化等）と同一視されてきた。しかし、
この「伝統宗教／スピリチュアル」という区
分は、近世初期以来の「教会／神秘主義」（ト
レルチ）という西欧的宗教観を事実上引き継 
ぐものとも言える。「宗教概念批判」はこの
区分自体を揺るがすものだったはずである。
もう一例挙げれば、「フェティシズム」とい
うレッテルを貼られてきた、物体への即物的
アタッチメントを中心とする現象は、「宗教」
としては最も価値のないものとされ、ほとん
ど研究の関心を引いてこなかった。（「アニミ
ズム」や「シャーマニズム」は、スピリチュ
アリティの一形態として評価される傾向が
ある。）だが、「『宗教』概念後の “宗教” 的
現象」を対象とする場合は、そのような位 
相の探究も重要なものとなる。 
 さらに、第二の研究群では、公共生活に資
する宗教の側面が宗教の本質であり存在意
義であるかのように語られることがある。こ
れはポスト・セキュラー状況の中で「宗教」
を捉えなおすというよりも、世俗社会の公益
性の範囲内に宗教を回収する試みにも通じ
うる。そうした理解では見失われるものをす
くい上げることが、「『宗教』概念後の “宗
教” 的現象」の研究としては求められる。
そのためには、第一の研究群との接合が欠か
せない。 
 
２．研究の目的 
１において背景を説明したように、現在、
宗教学全体を巻き込む根本的な問題として
２つの課題が内外の学界において認識され
ている。第一に、「宗教」概念を始めとする
宗教学の諸概念・理論が帯びていた西洋近代
的特殊性、さらに宗教学という学的営為の政
治性に対する自己反省を経て、宗教学をどう
再建するかという課題がある。第二に、21 世
紀に入る頃から「公共圏における宗教の役



割」が盛んに論じられ始めたように、近代的
な「宗教」と「世俗」の分割線がグローバル
社会において揺らぎ、ポスト・セキュラーと
呼ばれる状況が新たに出現しているが、これ
をどう捉えるかという課題である。本研究の
目的は２つの課題を有機的に接合すること
である。 
 
３．研究の方法 
 目的に照らして戦略的に領域を定め、研究
分担者・連携研究者から成る次の４グループ
に分かれて研究を遂行した。 
 第 1＝「政治・法と宗教」グループ 
 このグループは、ポスト・セキュラー状況
における政教関係を理論的・実証的に研究し
た。 
西村 明 日本の慰霊・追悼を主な事例とし
た調査研究 
市川 裕 イスラエルの政教関係との日本の
比較 
伊達聖伸 フランスのライシテ状況・論争と
の日本の比較 
久保田浩 ドイツの公共宗教論との日本の
比較 
冨澤かな インドのセキュラリズム論と日
本の比較 
第２＝「医療・福祉と宗教」グループ 
このグループは、従来の死生学や「宗教の
社会貢献活動」研究に、宗教概念批判を反映
させ、ポスト・セキュラー状況のなかにこれ
らを再定位するための理論的・実証的研究を
行った。 
池澤 優 日本の医療の現場や生命倫理問題
を事例とした調査研究 
高橋 原 宗教者による震災被災者の心のケ
アを事例とした調査研究 
島薗 進 グリーフケアと震災後の宗教の社
会貢献活動を事例とした 
調査研究 
矢野秀武 宗教の社会貢献活動に関するタ
イと日本の比較 
古澤有峰 欧米のグリーフケア・スピリチュ
アルケアと日本の比較 
 第３＝「宗教意識の新動向」グループ 
このグループは、伝統的宗教の復興や、従来
の意味でのスピリチュアル文化（新霊性文
化）の単なる存続とは異なる形で、宗教的な
るものが新たに発生しているのかどうかに
ついて、理論的・実証的研究を行った。具体
的には、1990 年代以降の流行文化や地域コ
ミュニティに見られる宗教性を従来の概念
枠組みから離れて探究する、世代交代の進む
教団内の宗教意識の変化を調査する、東日本
大震災前後の日本人の宗教意識に関する調
査を批判的に検討する、等の課題に取り組ん
だ。 
堀江宗正 若者の宗教意識、震災前後の変化
を事例とした調査研究 
石井研士 大都市地域コミュニティにおけ
る新しい宗教性の調査研 

究 
葛西賢太 教団内の世代交代・高齢化を事例
とした調査研究 
井上まどか ロシアの宗教復興状況との日
本の比較 
松村一男 現代の神話的物語群に関する欧
米と日本の比較 
奥山倫明 現代の小説や映画の宗教性に関
する欧米と日本の比較 
第４＝「統括」グループ 
このグループは、本研究全体の理論的枠組
みおよび先行研究の整理作業に責任を持つ
ほか、他の３グループの研究を相互に関連づ
け、総合的に分析した。また、本研究を、大
学院生レベルの将来世代の研究者教育に結
びつける役目も負った。 
鶴岡賀雄 研究の統括、日本および欧米の宗
教間対話の新動向とその理論化 
藤原聖子 研究の統括、ポスト・コロニアル
論からポスト・セキュラー論への転換の意義
とそのコンテクストを分析 
江川純一 本研究の学生・院生教育へのアウ
トプット、フィードバックのシステム化 
深澤英隆 ポスト・セキュラーと分類される
宗教哲学・神学の新動向に対する批判的検討 
住家正芳 世俗化論後の宗教社会学と進化
論的宗教学の思想的側面に対する分析 
 
４．研究成果 
 平成 26 年度はまず、上記の目的に沿って
先行研究を整理した。続いて研究グループご
とに具体的研究テーマを設定し、実地調査、
文献調査等、それぞれの研究手法に応じた研
究を開始した。「政治・法と宗教」グループ
は、政教分離体制下の戦後日本において、政
治に対し宗教が実際には何らかの関わりを
持ってきたことを、政党、政治家、政治儀礼
の三点について解明した。現代社会の王権と
宗教の関係に関する国際的比較研究にも着
手した。「医療・福祉と宗教」グループは、
東日本大震災後の東北地方におけるスピリ
チュアル・ケアの実践について、供給者と受
給者の両面から調査した。また、イギリス・
ダーラム大学の死生学センターとの研究交
流を深めた。「宗教意識の新動向」グループ
は、東日本大震災後の霊信仰に注目する他、
ポピュラー文化の宗教性をどのように分析
するか、理論的・方法論的検討を行った。） 
 平成 27 年度は、研究グループごとに研究
成果をまとめ、英語による海外発信を活発に
行った。まず、8 月にドイツ・エアフルト市
で開催された国際宗教学宗教史学会世界大
会でパネル発表を行った。さらに、それぞれ
が発表原稿を論文に発展させ、Brill 社から
刊行されている日本宗教研究専門の国際的
学術誌 Journal of Religion in Japan に全
論文を寄稿すべく、相互批評により改稿を重
ねた。11 月にはアメリカ宗教学会で発表した
メンバーもいる。これらの発表・論文に共通
する問題提起は、日本の現在の宗教情勢を、



ポスト・セキュラー的と分類することは妥当
か、あるいは、世俗化の継続・反証のどちら
と見るべきかというものである。その問いに
対する直接的な答えはメンバーにより異な
るものになったが、いずれも経験的データ、
事例により堅実な論証を図った。 
 以上に加え、12 月からは、日本語による論
文集の企画を始めた。 
 平成 28 年度は、8月にドイツ・エアフルト
市で開催された国際宗教学宗教史学会世界
大会で行った発表に基づく諸論文を、日本宗
教研究専門の国際的学術誌 Journal of 
Religion in Japan に発表した（特集のテー
マは“Secularity and Post-Secularity in 
Japan: Japanese Scholars’ Responses”）。 
 続いて、日本語による、より総合的な研究
成果の発信のために論文集の出版計画を進
め、内容の検討のために編集委員会・全員で
の検討会を計 5回開催した。 
 平成 29 年度は、グループの研究成果の相
互吟味・総合を集中して行い、総合的な研究
成果の発信として論文集の出版を計画し、そ
れぞれ執筆した（平成30年度中に刊行予定）。
４巻構成で、第 1巻の編集担当は分担者のう
ち堀江、第 2 巻は西村、第 3 巻は藤原、第 4
巻は池澤が担当した。 
 各巻の内容は、第１巻「現代日本の宗教事
情」（序論「変わり続ける宗教／無宗教」、1
部「岐路に立つ伝統宗教」、2部「新宗教の現
在」、3部「現代人のスピリチュアリティ」、4
部「在留外国人と宗教」）、第 2巻「隠される
宗教、顕れる宗教」（序論「（ポスト）世俗化
論と日本社会」、1 部「「政教分離」のポリテ
ィックス」、2部「宗教の「公益性」をめぐっ
て」、3部「見えない宗教、見せる宗教」）、第
３巻「世俗化後のグローバル宗教事情」（序
論「20 世紀から 21 世紀への流れ」、1部「伝
統的宗教の復興／変容」、2部「新宗教運動・
スピリチュアリティの現在」、3部「グローバ
ル化とダイバーシティ」、第 4 巻「政治化す
る宗教、宗教化する政治」（序論「公共圏と
宗教のせめぎあい」、1部「ナショナリズムと
宗教」、2部 「世俗・人権・宗教」、3部「宗
教の公共化」）となる。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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